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(1) はじめに 

 私は今回、初めて三島村の硫黄島を訪れさせていただき、様々な経験や島民の方々との

交流などを通して、様々なことを学ばせてもらいました。昨年、実習で十島村の中之島に

は行かせてもらったのですが、同じような人口の離島でもまた違った印象を受けました。 

私は生まれてからこれまで 23 年間も鹿児島にいるので、実習に行く前から三島村を知っ

てはいました。しかし知っていることといえば、港の中が赤いことと、ジャンベが有名な

ことと、露天風呂があることだけでした。実際に行ってみて様々な歴史や観光資源がある

ことを知り、とても魅力的な島であることを再認識させられました。 

 

(2) 硫黄島実習 

 フェリーみしま乗船後、役場の方々に三島村の概要を伺い、とても村おこしに積極的で

様々なところで村の復興に努力されていることが伝わってきました。その次に船の操舵室

を見学させてもらい、初めて自分の目で見る操舵室に感動しました。海が一望でき眺めも

最高で、ぜひもう一度入ってみたいと思いました。しかしそこで、いつも乗客が 40 名程度

で赤字運航であるという現実を知り、離島の厳しさを目の当たりにしました。 

 乗船して３時間半ほど経つと、山肌がむき出しになってまさに断崖絶壁の硫黄島が見え

てきました。そして、硫黄島港に近づくにつれ、徐々に赤茶色の海水が目に入ってきまし

た。何も知らないで訪れた人は必ず驚くであろう光景でした。私もテレビなどで映像は見

たことがあったのですが、実際に自分の目で見てみて本当に驚きました。昔の人が黄海ヶ

島と名付けたのも納得ができました。 

 硫黄島到着後、三島小中学校を見学しました。生徒のほとんどが島外の人でもともと硫

黄島出身の子供は少ないということでした。高校がないので中学校を卒業したら島の外に

出ないといけないということだったので、人口減少は仕方のないことだなと思いました。 

次に冒険ランドで施設を丁寧に説明してもらいながら見学させてもらいました。とても

立派な研修施設で、周りの景色もきれいで、さらに格安な利用料に驚き、私もぜひ利用し

てみたいと思いました。離島という環境で子供たちがのびのびと自然を体験できる素晴ら

しい施設だと思います。ぜひ利用者を増やして積極的に活用されることを期待しています。 

そのあとに島を車で見学して、ジャンベスクールでジャンベ体験と留学生の方々の生演

奏を聴かせていただきました。実際にジャンベを触ったのは初めてで、演奏してみて自分

のセンスのなさにがっかりしました。しかし、留学生の方々の生演奏はとても素晴らしく、

初めて聞いたジャンベの演奏に心躍りました。アフリカの音楽に関して全く知らなかった

のですが、自然とアフリカのイメージが湧いてきました。ジャンベを通して村おこしする

取り組みは素晴らしいことだと感じました。さらにジャンベの素晴らしさを広め、活気あ



る村づくりに取り組んでもらいたいと思いました。 

露天風呂の東温泉は本当に海のすぐそばにあって、最高のロケーションで温泉好きの私

にはたまりませんでした。夜に行ったらまた星がきれいに見えるということだったので、

ぜひ次回は夜に行ってみたいです。素晴らしい観光資源で観光の目玉にして島の観光を盛

り上げてもらいたいと思いました。 

夜はジャンベスクールの留学生や島の方々との交流会を開いていただきました。島の住

む方々と直に話すことができて、とても有意義な時間を過ごさせてもらいました。島の厳

しい現状を聴くことができ、やはりこのままでは人口の減少は避けられないなと感じまし

た。 

 

(3) 硫黄島実習を通して 

 私が硫黄島実習を通して、このままの状況が続けば人口減少が進んでしまい、最終的に

離島は無人島化してしまうのではないかという危機感を強く感じました。交通の不便さが

島での生活の不便さに直結し、島の経済の厳しさに繋がります。島の中に仕事がない若者

は島を出ざるを得ない状況になってしまいます。国や県はこのような状況を変えていくた

めに積極的に支援すべきだと私は考えます。離島の存続は離島だけの問題ではなく、領土・

領海を守るために国が全力を挙げて取り組む問題であると思います。私自身も離島に関わ

った人間として、離島の素晴らしさや厳しい現状を人々に伝え、理解を深めていくことに

よって、少しでも離島振興の手助けが出来れば良いなと思いました。 

 

(4) 最後に 

 今回の実習でお世話になりました三島村の島民と関係者の皆様、お忙しい中、私達のた

めに貴重なお時間を割いていただき、誠にありがとうございました。とても楽しく、有意

義な時間を過ごすことが出来ました。これからも島の経済や観光が活性化するための様々

な取り組みに期待しています。機会があったら、ぜひもう一度硫黄島を訪れたいと思って

いますので、そのときはよろしくお願いします。本当にありがとうございました。 


